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1 .  「「もしもし」はなぜ届くのか？携帯電話の謎に迫る！」授業計画  
1 . 1  全体計画  

 
単元 普通教科「情報Ａ」 

（４）情報機器の発達と生活の変化 

  ア 情報機器の発達とその仕組み 

イ 情報化の進展が生活に及ぼす影響 

ウ 情報社会への参加と情報技術の活用 

目標 ・携帯電話(モバイル機器)での通信(音声、電子メール)の仕組みを確認する。 

・携帯電話通信の仕組みを理解した上で、便利な利用方法を知る。 

・携帯電話のプラス面、マイナス面を理解する。 

・ネットワーク通信の運用側から見た問題点を知り、マナーやセキュリティについ

て考える。 

・携帯電話の新しい活用法や今後の展望について知る。 

・以上をふまえ、携帯電話を使用する際の注意事項を理解する。 

計画 携帯電話通信の仕組みを理解し、利用に関する光と影の部分を理解する。 

(1 時限) 

 
1 . 2  個別計画  
■事前 
 
目標 ・授業実施に当たり 1 時間の授業を最大限に有効活用するため、携帯電話通信の仕

組みを予備知識とした授業展開で進められるよう、事前にその仕組みを学習してお

く。 

内容 時間 

講師 生徒 

学習手段(教材) 

留意点 

― ― 

 

― （教材） 

デジタルコンテンツ

B,D／通信の仕組み 

（留意点） 

携帯電話の通信の仕組

みを理解した上で産業

界講師の授業を受けら

れるよう、基本的な内

容(デジタルコンテン

ツの内容）を生徒が理

解しておけるよう、担

当の先生にお願いをす

る。 
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■1時限(50 分) 

 

目標 ・携帯電話(モバイル機器)での通信(音声、電子メール)の仕組みを確認する。 

・携帯電話通信の仕組みを理解した上で、便利な利用方法を知る。 

・携帯電話のプラス面、マイナス面を理解する。 

・ネットワーク通信の運用側から見た問題点を知り、マナーやセキュリティにつ

いて考える。 

・携帯電話の新しい活用法や今後の展望について知る。 

・以上をふまえ、携帯電話を使用する際の注意事項を理解する。 

内容 時間 

講師 生徒 

学習手段(教材) 

留意点 

10 分 挨拶と導入 

携帯電話通信の仕組み 

自己紹介 

・ 今から携帯電話の仕組み

などについて学習をする

ことを知らせる。 

・ 携帯電話がつながる仕組

みをデジタルコンテンツ

で説明し、携帯電話はな

ぜ高速で移動しても利用

ができるのかを理解させ

る。 

・ 質問に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 講師の説明を聞きなが

ら、携帯電話(移動端

末)の通信の仕組みを

理解する。 

 

 

・ 不明な点は積極的に質

問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(教材) 

デジタルコンテンツ

A,C／通信の仕組み 

（留意点） 

講師は開発者である

が、普通教科の「情報」

授業であることを意識

し、仕組みを詳しく説

明しすぎないように注

意する。基本的な仕組

みは事前学習で行い、

復習を兼ねながらわか

りやすく補足解説して

いく程度が望ましい。

15 分 新しい「携帯端末」のこれか

ら 

・ 通話やメール以外の新し

い機能が社会の様々な場

面で活用されることで、

これからの情報化社会が

どのように変わっていく

可能性があるか、携帯電

話（携帯端末）の最新機

能を紹介することでイメ

ージさせる。 

 

 

・ 自分たちがこれからの

情報化社会を生きてい

くことを意識し、新し

い社会についてイメー

ジをする。 

 

 

 

 

(教材) 

実物／i-モード端末 

（留意点） 

利用法をイメージしや

すくするために、実物

の機器を使って説明を

する。 

15 分 <遠隔講義> 

これからの「携帯端末」利用

体験 

・ 展示場と教室を、FOMA の

テレビ電話機能を利用し

て接続する。 

・ 接続の仕組みをデジタル

コンテンツを使って説明

 

 

 

・ 様々な先進的な実例を

を知り、携帯端末を活

用した新しい社会の可

能性について考える。 

・ 講師の指導の下、FOMA

(教材) 

デジタルコンテンツ E

／テレビ電話の仕組み

(留意点) 

テレビ電話には、講師

ではなく生徒が参加す

る。生徒主体によるテ

レビ電話が円滑に進行
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する。 

・ 展示場の実物を使って、

携帯端末の新しい利用方

法の実例を、遠隔から講

師２が紹介する。 

 

 

 

 

・ 質問に対応する。 

を操作してテレビ電話

に参加する。 

・ 講師２による遠隔から

の呼びかけに対し、受

け答えをする。 

・ ネットワークを通して

最新の通信機器の情報

を知る。 

・ 不明な点は質問をす

る。 

 

するように、講師がサ

ポートをする。 

（必要なもの） 

テレビ会議用機器/授

業実施企業が用意す

る。 

（備考） 

テレビ電話は１対１、

または４地点同時参加

のどちらかの方法で行

う。これは、当日の回

線状況によって良いほ

うを選択する。 

10分 利用とセキュリティについて

まとめ 

・ 新しい機能を悪用される

危険、実際の事件例携帯

ひとつで何でもできる代

わりに、個人情報がすべ

てつまっているので扱い

には十分な注意が必要、

などを理解させる。 

・ 今後の利用の際には意識

的な注意が必要である。

・ アンケートの実施 

 

 

 

・ 便利さを知った上で、

危険性を理解する。 

・ 情報化社会の一員とし

て、責任のある行動と、

意識的な自己防衛の必

要性について理解す

る。 

 

 

(留意点) 

様々な機能を持ち、

日々便利になっていく

携帯電話だが、利用法

を間違えば、被害者に

も加害者にもなる、と

いうことを、さまざま

な具体例をあげて説明

をする。 

 


